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病気のためドイツ留学
を打ち切った滝廉太郎
が帰国時に乗船
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く 主 要 目 》 貴 客船、日本郵船所属 総 トン数6266ト ン、重量 トン数7940ト ンド幸揮日長19,1==ト ル、頃1411=卜 !ヒヽ 主機三達成汽機 ?季 (2
軸)、合計出力4,000馬力、最高速力144ノ ット、旅客定員 1等26人 2等 20人、 3等 192人。1897年(明治30)4月 英D Wヘ ンダーソン
社(グラスヨー)で唆工.同 年10月欧州航陪にデビュー。19o9年(明治42)欧州航路から撤退し、ボンベイ航踏次いで間米東岸航路に就航.
1930年 (昭和 8)解 体

若狭丸 (渡辺裕氏提供)。円内は滝廉太郎 (済盲廉太郎記念館提供)
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名 船 発 掘 ,日 本

往
き
は
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド
の
船
で

明
治
日
本
が
生
ん
だ
天
オ
作
曲
家
滝
廉
太
郎
の
人

生
は
、

２３
年
１０
か
月
し
か
な
か

つ
た
。

束
京
■
木
学
校

（束
京
芸
術
大
学
■
楽
学
部
の
前

身
）
で
予
田
延

（幸
田
露
伴
の
妹
）
に
師
事
。

明
治

３‐
年

（１
８
９
８
）
７
月
、

１８
歳

（以
下
満
年
齢
）

の
と
き
同
校
本
科
を
首
席
で
卒
業
し
、

さ
ら
に
研
究

科
に
進
ん
だ
。

作
出
と
ピ
ア
ノ
の
研
究
の
た
め
文
部

行
か
ら
ド
イ
ツ
■
学
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
明
治
３３
年

（１
９
０
０
）
６
月
．

２０
歳
の
と
き
で
あ
る
。

横
浜
を
出
帆
し
た
の
は
翌
３４
年
４
月
６
日
。

そ
の

直
前
に
名
作

「荒
城
の
月
」
「箱
根
人
里
」
を
含
む

【中
学
唱
歌
』
が
東
京
吉
楽
学
校
か
ら
出
版
さ
れ
た
。

往
き
の
船
は
北
ド
イ
ツ

・
ロ
イ
ド
社
の

「
ケ
ー
ニ

ヒ
　
ア
ル
ベ
ル
ト
」
⌒１
万
０
６
４
３
総
ト
ン
）
で
あ

っ
た
。

留
学
生
は
通
常
、
２
キ
を
利
用
し
た
。

横
浜
を
出
て
、

神
戸
、

長
崎
、

呑
港
、

シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
な
ど
に
行
港
．
５
月
１５
日
に

ジ

ェ
ノ
バ
に

一
‐…
降
し
、

降
路
ド
イ
ツ
ヘ
向
か

っ
た
。

２
等
食
生
に
ピ
ア
ノ
が
あ

っ
た
。
ビ
ア
ノ
の
名
手

で
も
あ

つ
た
滝
は
、

毎
日
２
時
間
ほ
ど
弾

い
た
。

乗
組
員
で
編
成
し
た
管
弦
楽
回
と
吹
奏
楽
団
も
あ

っ
た
。

滝
の
客
キ
ボ
ー
イ
は
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
を
吹
い

た
。

そ
れ
ぞ
れ
１０
人
ほ
ど
の
編
成
だ
が
、

た
が
控
い

た
の
は
、

彼
ら
の
減
奏
レ
ベ
ル
が
た
い
へ
ん
高

い
こ

と
だ

つ
た
。

船
中
か
ら
の
手
紙
に

「
日
本
唯

一
の
音

楽
学
校
卒
業
化
の
優
等
者
よ
り
も
近
か
に
技
術
勝
り

て
比
岐
す
べ
く
も
あ
ら
ず
」
と
苦

い
て
い
る
。

６
月
７
日
に
留
学
地
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
着
き
、

１０

月
１
日
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
王
立
音
楽
院
に
入
学
し
た
。

だ
が
、

１１
月
末
に
体
調
を
崩
し
て
人
院
し
、

翠
年
３

月
ま
で
休
学
．

１１１
年

（明
治
３５
年
）
７
月
、

文
郎
竹

の
帰
円
命
令
を
受
け
た
．

結
局
、

ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ヒ
生

活
は
わ
ず
か
１
年
余
り
で
終
わ

っ
た
．

上
井
晩
翠
が
寄
港
中
の
滝
を
見
舞
う

無
念
の
帰
―１ｌｔｉ
だ

っ
た
。

帰
り
の
船
は
日
本
郊
船
の

「若
狭
九
」
で
あ
る
。

郵
船
の
欧
州
航
路
の
始
発
港

は
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
。

滝
は
こ
の
港
か
ら

故
国

へ
向
か

っ
た
。

出
帆
は
８
月
２４
日
未
明
。

次
港
は
ロ
ン
ド
ン
。

同
ロ
タ
方
、

船
は
テ
ム
ズ
州

河
口
の
テ
ィ
ル
ベ
リ
ー
ド
ツ
ク
に
林
汁
し
た
。
こ
こ

で
船
は
５
泊
も
し
た
。

「若
狭
丸
」
は
貨
主
各
従
の
貨

客
船
だ
か
ら
、

荷
役
の
都
合
に
よ
る
連
泊
だ
ろ
う
。

ロ
ン
ド
ン
出
航
は
郷
日
で
あ

っ
た
。

滝
を
見
舛
う
た
め
、

ロ
ン
ド
ン
留
学
中
の
詩
人
■

■
晩
４
が
、

宗
教
学
ヤ
加
崎
正
治
と
と
も
に
船
を
訪

れ
た
。

ご
九
城
の
月
」
を
作
詞
し
た
上
■
と
、

作
山
し

た
滝
の
、

最
初
で
最
後
の
出
会
い
で
あ

っ
た
。

船
中
の
ど
こ
で
会

っ
た
の
だ
ろ
う
ｃ
２
等
食
堂
（ダ

イ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
）
だ
ろ
う
か
。

キ
内
は
，
い
か
ら

キ
外
の
プ
ー
プ
デ
ッ
キ

（船
尾
楼
甲
板
）
で
会

っ
た

の
で
は
な
い
か
。

当
然
、

「荒
城
の
月
」
の
こ
と
が
話

題
に
な

っ
た
は
ず
だ
。
ち
な
み
に

「若
次
九
」
の
２

等

エ
リ
ア
は
船
尾
楼
に
あ

っ
た
。

客
宝
は
４
人
部
屋

（２
段
ベ
ッ
ド
）。
５
ｉ
配
置
さ
れ
て
い
た
。

５０
余
日
の
航
海
の
の
ち
、

「若
狭
九
」
は
１０
月
１５
日

に
神
戸
到
着
。

同
１７
日
に
横
浜
に
帰
港
し
た
。
ド
イ

ツ
船
で
出
航
し
て
か
ら
１
年
半
が
た
ち
、

滝
は
２３
歳

に
な

つ
て
い
た
。

人
分
市
内
の
親
も
と
で
世
を
去
る

の
は
、

そ
の
８
か
月
後
で
あ
る
。

終
青
の
地
に
は
現
在
、

竹
日
高
等
小
学
校

（大
分

県
）
の
後
輩
朝
倉
文
夫
が
制
作
し
た
滝
の
銅
像
が
た

っ
て
い
る
。

前
々
号
の

「福
十
九
」
の
文
中
、

有
述

の
理
由
か
ら
朝
介

（―――
姓
渡
辺
）
の
出
身
地
を
竹
川

と
し
た
が
、

生
ま
れ
は
竹
凹
の
近
く
の
大
野
郡
上
井

回
村

（現
　
豊
後
大
野
市
）
で
あ
る
。

船
の
紹
介
が
最
後
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

「者
狭
九
」
は
、

郵
船
が
日
清
戦
争
後
に
建
造
し
た

‐２
生
シ
リ
‐
ズ
の
欧
州
航
路
定
別
恥
の
う
ち
の
１
生

で
あ
る
。

１０
隻
は
英
国
、
２
隻
は
〓
菱
長
崎
造
船
所

に
発
注
さ
れ
た
。

郵
船
は
１２
隻
で
２
週
１
使
の
定
期

を
組
ん
だ
。

１２
隻
は
マ
ス
ト
４
本
の

「イーーー
奈
川
九
」

型
と
、
２
本
の

「若
狭
丸
」
型
の
各
６
隻
に
分
か
れ

る
。

「な
狭
丸
」
は
後
者
の
第
１
船
で
あ
る
。

明
治
末
年
に
欧
州
航
路
か
ら
祉
退
。

大
止
に
入

っ

て
南
米
東
岸
航
路
に
転
じ
た
。

南
米
移
民
を
乗
せ
る

の
が
仕
事
で
あ
る
。

コ
一引
き
」
の
加
突

マ
ー
ク
を
付

け
た
有
頁
の
写
真
は
、

高
米
彩
民
恥
時
代
の
姿
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、

耶
船
が
こ
の
川
突

マ
ー
ク
を
採
用

し
た
の
は
昭
和
４
年

（１
９
２
９
）
か
ら
だ
。

昭
和
６
年

（１
９
３
１
）
南
米
束
岸
航
路
か
ら
撤

退
。
２
年
後
解
体
さ
れ
、

３６
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
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